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はじめに

　本書「私のおうち BOOK」は、別冊「私のおうち NOTE」

の内容を踏まえて具体的に無接道敷地を解消するための手引

きとして作成しました。

　無接道敷地を解消するためには、具体的な手法検討の他に、

土地や建物の情報整理、ご家族や関係者との考え方の共有も

必要になってきます。

　本書は、無接道敷地で生じる問題、無接道敷地の解消方法

とその内容、土地や建物に関する資料や現地の確認方法、

ご本人だけでなくご自宅を引継ぐ方へ伝えるための留意点な

ど、さまざまな内容を記載しています。

　無接道敷地の解消や建替えの検討以外にも、ご自宅の

リフォームや賃貸・売却などにおいても、無接道敷地特有の

注意点についてもまとめています。また、ご自宅についてご

家族とお話しをする場合や、建築や不動産の専門家・設計や

工事の事業者との相談にもご利用ください。
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無接道敷地との
向き合い方

1

無接道敷地は、 原則「建替えができない」ことが問題です。

建替えができない間にも建物の老朽化は進みます。 老朽化が進

めば、 空き家や災害による火災及び倒壊などの懸念も高まります。

こうした問題が周囲へ及ぼす影響も無視できません。 さらに相続

により、 土地という資産とともに、 将来まで引継がれていきます。

無接道敷地を解消する方法は条件により複数あります。 このため、

建替えの有無に関わらず、 無接道敷地の解消に向けた準備をする

ことが大切です。

まずは、 無接道敷地のことを知り、 特徴や問題を把握しましょう。
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